
令和６年度 第４回 伎倍小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和７年２月１４日（金） １４時００分から１６時００分まで 

２ 開 催 場 所  伎倍小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  木俣 保広、飯田 勤、日置 芳美、竹内 真哉、松嶋 のぶこ、 

小畑 淑子、竹内 誉裕 

４ 欠 席 委 員  鈴木健太郎 

５ 学    校  高木 理恵（校長）、中道 昌良（教頭）、常名 瑞穂（教務）、 

池田 三映子(ＣＳディレクター) 

６ 傍 聴 者   ２人 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 池田 三映子   

８ 議長の選出            

   松嶋委員が、本日の議長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

９ 協 議 事 項   

（１）学校評価について 

（２）「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組状況・目標達成状況 

（３）令和７年度学校経営方針について 

（４）令和６年度学校支援ボランティアについて 

 (５) 学校運営協議会の自己評価について 

10 会 議 記録 

     教務主任より始めの会にて、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会

議が成立している旨の報告があった。 

（１）学校評価について 

   教務主任より、別途資料に基づきアンケートについて説明があり、委員からは以下の発言があった。 

     ・「めざす子供の姿」の三本柱を伸ばしてもらいたい。（木俣委員） 

    ・学校評価は難しいことだが、着実に生かしていってほしい。（飯田委員） 

    ・授業で発表すること、質問することは、とても有意義で素晴らしいことだと感じた。（日置委員） 

    ・アンケートでの仲間のよさについて評価が高く、学校生活がしっかりできていることは良いこ

とだと思う。(小畑委員) 

    ・学校生活についての評価が高く安心した。(竹内誉委員) 

    ・何事も習慣づけることが大切と感じている。（竹内真委員） 

    ・読書を楽しむきっかけづくりを大切にしてほしい。（松嶋委員） 

（２）「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組状況・目標達成状況 

教務主任より、別途資料に基づき説明があり、委員からは以下の発言があった。 

    ・アンケート状況から、子供たちの心の中に秘めたものがあり、先生との差があるのではないか

     と思う。（日置委員） 

    ・伎倍小のいじめの実態について知りたい。（竹内真委員） 

        ・１０件程度はあるが、基本方針に則って処理をしている。意識の差があると思うが、その都度



適切に対応をとるようにしている。(校長) 

    ・本当に困った時にどうしたかのアンケートがあれば良いかと思う。(木俣委員) 

    ・北浜中へ学校支援ボランティアの説明に行ってきました。アンケートについては、次回は視点

を変えてできればよいかと思う。（竹内真委員） 

・毎月実施しているアンケートと、このアンケートをうまく関連づけてできたら良いかと思う。 

(松嶋委員) 

（３）令和７年度学校経営方針について 

    校長より、別途資料に基づき説明があり、委員からは以下の発言があった。 

   学校からの発信でつながりをもち、子供同士のつながりを育てていきたい。 

     ・自分の得意な発表の仕方があると思うので、幅広い方法で伝えられるようにしていただきたい。

（松嶋委員） 

    ・まとまりのあるグランドデザインで、具現化した言葉を使用していてわかりやすい。運動チャ

レンジカードも、うまく活用してほしいと思う。(木俣委員) 

      ・学校評価でも分かったように、児童、職員、保護者の感じ方が違うので、その状況を把握した

上でのグランドデザインにしていただきたい。（飯田委員） 

      ・発信ということを重要視されているので、子供たちも保護者も積極的に取り組んでもらいたい

と思う。（小畑委員） 

      協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

（４）令和６年度学校支援ボランティアの現状と課題について 

   竹内真委員より別途資料に基づき、公式ＬＩＮＥが有料化してしまう部分があるので対応をとり、 

チラシも今後変更を予定していくとの説明があり、委員からは以下の発言があった。 

    ・ＣＳ活動は全学校で実施されているが、あまり浸透していない状態であると感じる。もっと波

     及できれば良いと思う。（飯田委員） 

    ・伎倍小の活動は、他校よりも盛んであると感じている。教職員にも有効的に支援をしていただ

けるように働きかけ、今後も活動をお願いしていきたい。（教頭） 

（５) 学校運営協議会の自己評価について 

   教頭より、別途資料に基づき説明があり、委員からは以下の発言があった。 

    ・情報発信について、もっと読みやすいものを作っていきたい。（松嶋委員） 

    ・アンケートの答え方について、非常に苦労した。（木俣委員） 

    ・学校運営協議会の認知度が低いので、更なる発信が大切かと思う。（飯田委員） 

    ・教育委員会が先行し、学校が後を追う形となっており、自分自身も実情がよくわからないこと

が多い。（日置委員） 

    ・民生委員として活動しているが、情報を発信していけるように頑張りたいと思う。（小畑委員） 

    ・学校運営協議会の目指すＧＯＡＬが、自分はよくわからなかった。支援については、たくさん

の方に協力をして頂き、感謝している。（竹内誉委員） 

    ・学校に足を運んでいると感じることも多々あるが、協力していくことができた。（竹内真委員） 

（６）その他諸連絡 

    ・学校運営協議会の評価、意見書については、教頭よりまとめて提出。 



    ・協議会委員の任期は２期目、５年目になり、来年度は１０名の予定。 

    ・議事録はＨＰにて公開。 

・次回会議は、令和７年４月２８日（月）１４時００分から会議室で開催する旨の報告があった。 

    ・卒業式は３月１７日（火）、入学式は４月８日（火）ですので、是非ご出席願いたい。 


